
ま
る
ま
る
つ
な
が
る

ア
ー
ト
て
ん
ま
る

障
が
い
者
ア
ー
ト
︑
現
代
美
術
︑
子
ど
も
美
術
の

コ
ラ
ボ
展
が﹁
は
じ
ま
る
﹂﹁
ひ
ろ
ま
る
﹂﹁
ふ
か
ま
る
﹂

2
0
2
4

【休館日】1月9日(火)
【開館時間】午前9時～午後5時(入館は午後4時30分まで)
＊1/3は午前10時から ＊最終日は午後4時まで
【会場】福井県立美術館  第1、2展示室
〒910-0017 福井市文京3-16-1 TEL：0776-25-0452
【主催】福井県　【主管】NPO法人若狭美&Bネット
【監修】長谷光城(熊川宿若狭美術館長)
【協力】きらりアート展実行委員会
 NPO法人子ども美術文化研究会
 ばーと◎とやま、金沢アート工房
 文化・芸術活動支援センターかける
 
[特別企画] 選抜イン TURUGA 展
2024年 3月2日(土)～3月10日(日)
【休館日】3月4日（月）
【開館時間】午前9時～午後5時(入館は午後4時30分まで)
＊最終日は午後4時まで
【会場】プラザ萬象(敦賀市) 多目的室
〒914-0047 敦賀市東洋町1-1 TEL：0770-22-9711

NPO 法人若狭美&Bネット／TEL・FAX：0770-64-1788
福井県交流文化部文化・スポーツ局文化課／TEL：0776-20-0582 

1/3●水  14●日　
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交通のご案内
●コミュニティバスすまいる／ＪＲ福井駅前西口（６番のりば）より、北ルート（田原・文京方面）「藤島高校前（県立美術館前）」下車
●京福バス／JR福井駅前西口 （1番のりば ）27系統、（2番のりば）23、25、26、28系統にて「藤島高校前」にて下車
　　　　　　※23、26系統は日祝運休、27、28系統は土日祝運休
●福井鉄道・えちぜん鉄道／「田原町駅」下車徒歩8分
●車・タクシー／ＪＲ福井駅より約８分、北陸自動車道・福井北ＩＣより約15分
※ご来館の際はできるだけ公共交通機関をご利用ください。
※お車の際はアイドリングストップにご協力ください。

〒910-0017  福井市文京3-16-1　TEL：0776-25-0452　FAX：0776-25-0459
http://info.pref.fukui.jp/bunka/bijutukan/bunka1.html
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【会場】 福井県立美術館

杉田優子 〈作品〉
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寺根千尋 〈レア（ウサギ）〉 （部分）

下﨑滋彦 〈夜の行進〉 参考作品

　 障がい者アート、現代美術、子ども美術の３つの美術ともに
凄いのでまる３つ。３つの美術毎に、さまざまな応募形式で開催
された展覧会作品等からさらに選抜された作品を展示します。
この展覧会で、３つの美術が、それぞれに素晴らしい独自性を
持つという理解が「はじまる」「ひろまる」「ふかまる」ことを目指
して、まる３つ。
　 特別なものとしてとらえられる障がい者アート、健常者によ
る現代美術、大人になる過程で生み出されるものとして教育的
な視点からのみとらえられる子ども美術。このすべてを、優れた
アートとしてそれぞれの独自性を輝かせるコラボ展を試みます。
世代、性別、民族、障がいのあるなしにかかわらず、一人ひとり
が生き生きとして、共に手をとりあって生きる共生社会をアート
の視点から発信します。
　 展覧会と関連させながらギャラリートーク、シンポジウム等
を開催することによって、美術の原点を見つめる視点から、それ
ぞれの美術の独自性を尊重しつつ美術のウイングを広げた鑑
賞を促し、美術の楽しさと共にダイバーシティの考え方の理解
を深めます。

●障がい者アート
　ギャラリー・トーク　　『作品の魅力を語り合う』
1月6日 (土) 午後1時30分～／美術館展示室
国枝千晶(金沢アート工房代表）
米田昌功(富山県障害者芸術活動支援センターばーと◎とやま代表)
芹川貞夫(元福井県立美術館長、アール・ブリュット展ふくい審査員)
野田訓生（福井県文化振興事業団芸術文化アドバイザー、きらりアート展審査員）
伊与登志雄(福井新聞特別編集委員、きらりアート展審査員)
長谷光城(兼進行／現代美術作家、熊川宿若狭美術館長)

●子ども美術
　講演会　 『安心感と遊び心が子どもの生きる力の土台をつくる』
1月7日 (日) 午前10時～／美術館講堂
吉葉研司(京都橘大学教授)

　ギャラリー・トーク　『子どもの絵を読みとり合う』
1月7日 (日) 午後1時30分～／美術館展示室
穴澤秀隆(元「美育文化」編集長、國學院栃木短大講師) 
鈴石弘之(CCA 理事長、元全国美術教育連盟会長)
中村英嗣（おののもりこども園長）
原田周子(建築家、デザイナー)
野田訓生(福井県文化振興事業団芸術文化アドバイザー、きらりアート展審査員)
長谷光城(兼進行/現代美術作家、熊川宿若狭美術館長) 

●現代美術
　シンポジウム　 『明日にひらかれる美術は可能か』
1月8日 (月・祝日) 午前10時～／美術館講堂
宮田徹也(日本現近代美術史研究、嵯峨美大客員教授)
金秋雨(日本大学芸術学部美術学科助教授)
西村直樹(福井県立美術館副館長)
出品作家５名も会場から参加
長谷光城(兼進行／現代美術作家、熊川宿若狭美術館長) 
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関連イベント
障がい者アート、現代美術、子ども美術ごとに他の2つの美術の関連
を語る、講演会、ギャラリートーク、シンポジウムを開催します。 

障がい者アート、現代美術、子ども美術の
コラボ展が「はじまる」「ひろまる」「ふかまる」


